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研究課題 富士山麓，小御岳火山の噴火履歴の解明 
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はじめに 

 小御岳火山は富士山北麓 5 合目の小御岳神社付近を頂部として扇型に広がる山体を持つ．滑らかな富士

山北斜面中腹でコブ状に地形的な不連続をなし，開析も進んでおり，明らかに周囲の富士火山より古い.小

御岳神社東方の吉田大沢と泉ヶ滝にもこの火山の一部が露出している．富士山は上位より新富士，古富士

（両者を併せて富士火山），小御岳の 3 つの火山体に分けられてきた（津屋，1938，1940 など）．一方，近

年，東京大学地震研究所によっておこなわれた富士山東北山麓のボーリング調査では，小御岳火山の下位

に地表には露出しない両火山と異なる化学組成をもつ別の火山体があることが明らかとなり，それは「先

小御岳火山」と呼ばれている（Yoshimoto et al., 2010）． 

 富士山の表面を構成する富士火山は，日本の他の火山に比べてマグマ噴出量および噴出率が際立ってお

り，そのマグマのほとんどが玄武岩であるという特異的な火山である． また，近年その活動に注目が集ま

っており，富士火山の形成史，噴火履歴，マグマ供給系を明らかにすることが急務になっている．本研究

では，富士火山と先小御岳火山の間に活動した小御岳火山を対象とし，その形成史を明らかにするために，

小御岳火山噴出物が露出するとされる富士山東北麓小御岳地域の地質踏査および全岩化学組成分析を行っ

た． 

 

調査地域の地質 

 本地域には，小御岳火山噴出物の斜長石斑晶に富む溶岩のほかに，長径 10mm を超える斜長石巨晶に富む

溶岩，かんらん石斑晶に富む溶岩および火砕物と斑晶の乏しい溶岩が露出する． 小御岳火山噴出物は，小

御岳神社東方の吉田大沢および泉ヶ滝，小御岳神社南方の山体内部に露出し，斜長石斑晶に富む厚さ 2-3 m

以内の玄武岩溶岩流を主体とするが，降下スコリア層や二次的な火砕物層も含む． 成層構造の傾斜方向か

らは，複数の噴出中心を持つとは必ずしも判断できない．吉田大沢では無斑晶状溶岩も挟まる．小御岳火

山噴出物を覆って溶岩流やアグルチネートが広い範囲に分布しており，小御岳地域の地質は単純ではない．

その一部は，小御岳火山噴出物を覆って分布する斑晶に乏しい玄武岩溶岩として，津屋（1938）の地質図

に示されている．標高 1,700 m 付近の谷底で小御岳火山噴出物を貫く 3 本の岩脈を確認したが，特に谷の

左岸側では厚くアグルチネートが堆積し，この付近を中心に火砕丘が形成されたと考えられる．幅が広く

深いこの谷の地形的特徴は，連結した火口地形が拡大したことを示すと推測する．小御岳神社北西方，標

高 1,900 m付近でも 2本の岩脈を確認した．この付近では強溶結したアグルチネートが厚く分布しており，

この付近でも火砕丘が形成されている．少なくとも岩脈の 1 本はアグルチネートを貫く．小御岳神社付近

は無斑晶状の溶岩流である． 

 これらのほか，斜長石巨晶に富む玄武岩溶岩が小御岳火山を覆う．新富士火山旧期に特徴的な岩質であ

る．一部は上流側では厚いアグルチネートに移化している．これらの一部には無斑晶状溶岩も含む．小御

岳神社北方では，無斑晶状の溶岩流に覆われた斜長石巨晶に富むアグルチネートが下流で溶岩流に移化し，

さらに火砕丘を作るアグルチネートを覆っている． 

 



岩石学的特徴 

 小御岳火山噴出物である斜長石斑晶に富む溶岩は，小御岳神社東方の吉田大沢および泉ヶ滝（KY）と小

御岳本体（KK）の 2 つの地域で異なる鉱物組み合わせをもつ．共に斜長石斑晶に富むが，前者（KY）は輝

石斑晶に乏しくかんらん石斑晶が普通に認められる．それに対し後者（KK）はかんらん石斑晶に乏しく，

輝石斑晶が普通に認められる．一方，吉田大沢で確認された KYに挟在する無斑晶状の溶岩（KA）は，斜長

石微斑晶に富み，かんらん石斑晶が普通に認められる．小御岳の表面を覆う溶岩は，斑晶の乏しい溶岩（OB），

無斑晶状溶岩（AB）および長径 10mm を超える斜長石巨晶に富む溶岩（LB）である．これらの溶岩は輝石斑

晶を含まない．OB，LB に斜長石，かんらん石斑晶が普通に認められる． 

  各溶岩の全岩化学組成は，小御岳起源の溶岩（KY，KK），KY に挟在する無斑晶状の溶岩（KA），小御岳

の表面を覆う溶岩（OB，AB，LB）の明瞭に 3 つにグループに分けられる．さらに小御岳起源の溶岩 KY，KK

の SiO2 量は，それぞれ 50.6-52.4 wt.%，52.2-54.6 wt.%であり，各元素の傾向は同じものの SiO2 量の組

成範囲の違いからさらに細分できる．KYに共在する無斑晶状の溶岩（KA）は SiO2量 56.4 wt.%で，Yoshimoto 

et al. (2010)で示された先小御岳火山の組成範囲にプロットされる．OB，AB，LB は，いずれも SiO2 量

49.5-51.8 wt.%を示し，記載岩石学的には明瞭に区分されるが，全岩化学組成による区分は出来ない．こ

れらの溶岩の組成は，新富士火山の組成範囲と一致する． 

 

小御岳火山の活動 

 これまで小御岳火山の噴出物の年代値は 1 点のみ測定されているが，小御岳火山の活動期間は明らかと

なっていない．今回の調査で明らかとなった分布及び岩石学的特徴と既存の噴出物の年代値から小御岳火

山の活動時期について考察する．吉田大沢で小御岳噴出物 KYに挟在する無斑晶状の溶岩（KA）は，小御岳

火山噴出物と異なり先小御岳火山の溶岩と類似することから，KA は先小御岳火山噴出物の可能性が高い．

このことから，先小御岳火山と小御岳火山の活動は近接していた可能性が示唆される．また，小御岳噴出

物 KK の噴出年代が 109±16 ka（中野ほか， 2009）と求められており，テフラの研究から求められた古富

士の活動開始年代の約 10万年前（町田，2007）とほぼ同じ年代を示す．よって，小御岳火山と富士火山も

活動が近接していた可能性が高い．これらのことは，小御岳北方の ボーリング試料において小御岳火山噴

出物と先小御岳火山噴出物の間には土壌層が認められるが，その層厚は薄く長期の時間間隙が認められな

いこと，小御岳火山と富士火山両噴出物の間には土壌層が確認できないことからも支持される． 

 すなわち，小御岳火山は先小御岳火山と長い休止期を挟まずに活動を開始し，溶岩流主体の噴火活動を

行い，再び長い休止期を挟まずに富士火山の活動に移行したと考えられる．また，小御岳火山の活動期間

は 6万年以内であり，その間 2つのマグマが活動したと推定できる． 
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